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【研究課題】 

 保育実践 

 

【研究・研修の視点】 

 保育実践は幼稚園教育要領、幼保連携型認定こども園教育・保育要領の正しい理解と各園の教育理念

を基盤として、子どもの姿に応じながら組織的・計画的に行うものである。幼稚園教育要領の改訂では、

幼稚園教育において育みたい資質・能力として、「知識・技能の基礎」、「思考力・判断力・表現力等の基

礎」、「学びに向かう力・人間性等」の三つが示されている。これらは、各幼稚園等が子どもの発達の実

情や興味・関心等を踏まえながら展開する活動全体によって育まれるものである。 

 幼児期にふさわしい遊びや生活を積み重ねながら、これらの資質・能力を育んでいくためには、保育

者として専門的な知識や技術を磨くことが重要である。 

 幼児期の教育及び保育における見方・考え方を生かすには、子どもたちが身近な環境に関わりながら

それらとより面白い関わり方を見い出したり、関連性に気づき意味づけたり、それらを取り込もうとし

てさらに試行錯誤したり、考えたり、捉えなおしたりする過程を保育者が受け止め、教材研究を行った

り、環境との関わり方を深めるように働きかけたりすることが大切である。 

 また、子どもの発達段階や欲求・素材の価値、幼稚園教育要領等との関わり、子どもたちの発育や活

動の発展を促す言葉かけなどについての事前研究、すなわち教材研究を十分に行うことが重要である。 

 幼稚園教育における保育実践は、幼児理解に基づく指導計画の作成、環境の構成と活動の展開、保育

者の援助、評価に基づいた新たな指導計画の作成といった循環（PDCA サイクル）の中で行われるもので

ある。指導計画の作成では、一人一人の発達の実情を捉えた上で、具体的なねらいや内容を設定し、そ

れらが達成されるための適切な環境を考えていく必要がある。そして、環境にかかわって様々な活動を

生み出していく子どもたちの姿を捉えながら、保育者はその状況に応じて多様な関わりをしていくこと

が求められる。 

 

【主な研究・研修の内容と計画】 

平成 30 年４月から適用された幼稚園教育要領、保育所保育指針の改定のポイントとして、子どもた

ちが主体的に周囲のものや人と関わっていく姿を「学びの芽生え」と位置づけられたこと、幼児教育の

積極的な位置づけがなされたこと、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を明確化し、保幼小の連

携・接続など学びの連続性が図られたことなどが挙げられる。 

したがって本園でも、乳幼児期は学びの出発点であることを再認識し、育みたい資質・能力や幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえ、保育の「質」を向上するよう努めていかなければならないと

考えた。本園の保育理念に基づき、また新しい幼稚園教育要領、保育所保育指針に沿った保育実践をよ

り良く行うためにどのような工夫をしていくべきか、これまでの保育を振り返り検討を重ねた。 
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 その 、 までは 的に行っていた行事や保育の中に、より子ども主体で子ども発 のものを取

り れていくことが必要であると考え、試みることとした。 

本園の は 人 保育である。そのため、全 が全園児と関わりを ち保育を行っている。ま

た、 年 児で遊 間も多くあるため、生活や遊びの中で教え い、助け うなど、 に 情を

った関わりの中で学びや心情を かに育てている。 

本研究で取り上げたものは、年 組（ まわり組）の一人の園児から興味が がり、その の行事

や保育の中でどのように展開されていったのかの実践事 である。 

 

【研究の 要】 

 研究・研修 のとらえ方 

本園では子どもたちに 主性や主体性 をもってのびのびと行動していくための たくましく

生きる力 を育てたいと考え、子ども発 の保育内容や活動、 の を き体を動かす しさを

知るなどの取り組みを めてきた。 

このような取り組みの 、 に わ て様々な動きを しみ、体を動かす が えるなど

化が見られてきた。しかし、 発 の面では、ま ま 分の気 ちを表現でき にいる子ども

も多い。また、言われたことはできるが 分から行動することが であるなどの課題もみられる。 

  子どもと に り出す環境構成には、 的環境、人的環境などい い な要素がある。子どもは

の生活の中で、 と出 い、人と出 い、ものと出 っている。その 々に子どもは心を動かし、

動し、興味や関心を って出 いを しんでいる。 

  子どもが興味のあるものをどう き出し、どのように活動につなげていくことができるのかをさら

に研究したい。 

 

 研究の内容 

 子どもたちの興味関心を き出し、行事を子どもとともに作り上げていくにはどのような保育者の

働きかけや環境構成が必要かを考える。 

 

 実践  

（ ） 組体  

  本園では、 年 動 で年 組の組体 を行っている。体育遊びの と幼稚園教 が し、

年 まった技を行ってきた。 までの組体 もとても素 らしく、子どもたちが 力して作り上げて

いくものであった。 年も 年 り組体 の が まったが、「

しくない」「やりたくない」「つまんない」といった 定的なつ やきが

かれた。そこで、子どもたちを めて組体 をやめて の かにする

か したとこ 、「組体 をしたい」という えが返ってきた。 

  子ども主体の保育とは かを っと考えてきたものの、 分の保育を

振り返る中で子どもの「やってみたい」を き出 ていないことに気づ

かされた。 のままでは教 の考えた組体 を し ける になっているのではないかと考え、子ど

もたちと に方 を ることにした。 

  か を めて、組体 を作ってみないかという いかけに子どもたちは大きくうな き、
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の が良いかを考え した。そこで一人の園児が「 を にしたら」と言った。 

  はじめはあまり り気ではなかったク の子どもたちも し つ の 意に気 ちが動かされ、

いつしかク 全 で「 の生き 」という の組体 を作り上げていった。 

はこの組体 がどのようにまとまり、本 を終えることができたのかを、まとめたものである。 

園 園児の発言   保 保育者の発言  環境    園児の 化     

 

  

園 「 の技、これはどう 」 

保 「いいと思う でも、 ている けに見えてしまうかもしれないね。みんなどうしたらかっこ

よくなると思う 」 

園 「 は いから、 と に力を れてみたら 」 

園 「上に るとかっこいいね 」 

園 「 は の びれ から、 し げるといいね 」 

 の図 を ってきて、 めに考えた技をどのようにしたらより らしく見えるか

をイ しやすいようにした。 

 ま 、 という に して していない子どももいる。しかし、保育者とのやり取り

を近くで見ていることから、興味がないわけではない様子が える。 

 

  

 

 

 

 

 ト  

園 「ト もいるよ 」 

園 「ト ってどんなお なの 」 

園 「ト は の上を を げて ン するん よ 」 

園 「 んでるから、 かに っかるっていうのはどう 」 

保 「いいね 」 

園 「いいね 」「本 を んでいるみたい 」 

保 「それいい考え ね 本 ト みたい 」 

 園児の っている図 の中からト を し、一 に べた。 

 P を ってト の動画を べ、園児と一 に見ることでイ を らま る。 

 していなかった子どもたちが、近づき意見を言ったときには、 っ に「いいね 」と

発言し、気 ちを み取ることでみんなで作り上げられる 囲気 と導く。 

 し つ技を考えていくことで、周りの子どもたちも組体 の意欲を示し めている。 

 に していなかった子どもたちも、意見を出し い 分の意見が されることで、

と 間に わり、技を考えはじめた。 

 ほとんどの園児が していたが、あと一人４月から 園してきた の子がなかなか 間に
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われ にいた。やりたい気 ちはあるが、素 になれ 近くで様子を う 々をす してい

た。 

 保育者が っ に「いいね 」と言わなかった 、 定する や 間 れにしてしまう発

言があったかもしれない。 の保育者の発言は 題 にはなっているが、もし 題が き

ていたとした の、 の気 ちを考える し いや学びの 間をなくしてしまったともい

える。 

 ふ  

年、年 さんの組体 を見てきた子どもたちは、「 」を取り れたいという気 ちがあ

った。 

園 「 やりたい 」 

保 「じ あ、 って に見えるかな 」 

園 「う ん。 」 

園 「 」 

保 「確かに、 とか にも見えるね 」「でも、 までお の技が まっているから、お の中で 

 ているのあるかな 」 

園 「なんかふ が らんでいるとこ みたい 」 

園 「それ っていうん よ。ふ は がくると らんで針を出して、 げていくようにするん 

よ」 

園 「そうなん す いね」 

保 「 さすが ね 」 

園 「じ あ、ふ にしよう 」 

 組体 の技にどのようなものがあるのかイ しやすいように、保育 の に組体 の

を る。その中に も っていたため、 のふ が生まれたきっかけとなった。 

 「 」や「 」という発言に しても 定的な言葉はかけ 、 とイ を する言

葉かけをする。 

 年行っている が技に わったことにより、遊びの中でも を する子ど

もたちが見られるようになった。 

 かしがって意見を出 にいた子も、 で する姿がみられた。 

 

 くじら 

   園 「みんなで大きな を作るのはどう 」 

   保 「大きな ってどんな がいるか知ってる 」 

   園 「イル 」 

   園 「くじら 」 

   園 「 」 

   保 「じ あ、 の中で一 大きな はどれ と思う 」 

   園 「くじら 」 

   保 「じ あ、くじらにしようか 」 

   園 「くじらが を くとこ 、 ン するのはどう 」 
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   園・保 「いいね 」 

 組体 の一人技 けではなく、 人組や 人組で行った を保育 の に っておくこと

でイ を らま るきっかけとなった。 

 たくさんの意見が出た 、クイ にすることで子どもたちも一つの えを めること

ができた。 

 クイ にした 、くらべる図 などを って視 的にも大きさの を じ、学び とつ

なげていくことができた。 

 なかなか 間に ることができなかった園児に し、本児が と じている身 に し、

を く 所の をお いしたいと えることによって、 分が必要とされていると じ、

ることを していた園児にとっての となった。 

 くじらの 面で一 の かった園児に の をお いしたとこ 、「 ン をしたらど

う 」と ら をした。このことをきっかけに、この園児も 間に わり、全 で組体 を

作っていくことになった。 

 

 ・  

園 「 って知ってる 」 

園 「 にいる つ つしたのでし 」 

園 「 の 、 してきれいなん よ」 

園 「お さまが たって なん ね 」 

 が になったことにより、お 図 や を にした 本や 学 本を置いておく

ことでより興味を き出すきっかけとなった。その中に もあり、 の や が出て

きた。 

 年行われてる組体 の の技となっているのが と ばれる技である。この技

の も保育 に っておいたことで を で表現することになった。 

 の一 上には もが りたいという気 ちがあったため、全 で して って

みることにした。そのことにより、どの 所も大切な をもっていることに気づき、一人も

かけてはいけないことを知ることができた。 

 の一 上に一人一人が ったことにより、 ってみたいという意欲が達成されそ

れ れの を全うすることができていた。 

 体をうまく うことができ に を 定さ ることができ 、 意される子どももいたが、

様々な 所を するで、大切なお 達の を かっていることに気づき、意識が わってい

った。 

 園児が に したとこ に 点をあて、 具で を表現して の中を いたり、

の や などを べたりすることもできた。 

 

 ン  

園 「 生 これ にしたい 」 

保 「いいね どんな がいいかな 」 

園 「みんなでい んな の生き に いに行くのはどう 」 
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 様々な技が まっていたが、それ れが でまとまりがなかった。しかし、この園児

の発言により ン を れながら一つ一つの技をしていくことで、 になりまとま

りのある 技になった。 

 ン の言葉もどこに んでいる生き なのか、どんな に するのかなどを べな

がら、子どもたちと一 に作っていくことで、ともに作り上げていく達成 を じることがで

きた。 

 子どもたちの 技を P で し 的に 分の姿を見 ることで、どのように ってい

るのかを確認し、どこを改 したらよいかを一 に し うことができた。 

 に分かれて の の良いとこ や改 点を し った。 

 はたまたま、園児の中の発 で というものがあったが、 のイル など

の動画を見 ることによってそのような発 につながることもあると考える。 

 保育者の「いいね 」という言葉かけに子どもたちも し、 的に保育者が導いてしま

っている 能性もあるため、「 にもいい考えがあるかな 」などの言葉かけをすることで、よ

り主体的に行うことができた。 

    

 動  

みんなで を組んで気 を れ出発  

の ン と体育 の に わ て一つ一つの技を行った。 

 はいつもに して気 が り、みんなで作り上げた組体 であることに りをもって取

り組 姿があった。 人という ない人 ではあったが、全 で関わることができたため、

め に にも ことができた。終わった には全 が「 しかった 」と 々に してい

た。 

 

（ ）  

 を にした組体 を作り上げる中 

で、年 の である においても 

子どもたちからの「やりたい 」という意見 

から を にして作ることになった。  

段から に興味を示し、 もの  

を き分けていた園児もいたため、大きな を いてもらい、 ルを作り

の とした。また、 の内容もともに考えた。 がたくさん いでいる をく

り、 りをしてから を え、 ルを 成さ て ルするという が まった。

はじめの にかかっている や も子どもたちの いた を らすことにした。 

 を にした が っている保育 をもとに、子どもたちに「こんな

もあるみたい よ」と した中から して作っていった。 

 ルの や にかかっている を いてもらうことにより、 も 分

たちで作っているという気 ちになり、 しんで行うことができた。 

 分で作った が いでいたり、 が ルになって していたりと ら 画し 作

することでより しく することができていた。 
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 中で出てくる りの 面では、子どもたちと する 間がなく、保育者が したもの

を行った。もう し をもって行事に ことで、子どもたちの中からよりよい発 を き

出 たと考える。 

 

４ まとめ 

   本研究は、一人の園児から生まれた の興味がク 全体 と がり、 は興味のなかった

組体 や などの にも積極的に取り組 ことができた。 的に一人一人が主体とな

り、ク 全体で作り上げた 動 を行うことができた。このことから見えてきたことをまとめる

と のとおりである。 

 

（ ） 「やらされる」ではなく「やってみたい」 

  々の保育の中にいつの間にか「やら ている」ことがたくさんあるのではないかと じる。こ

ういった「やら ている」保育をすることで、子どもたちはいつしか 分の考えが出 なくなり

えばかりを求めて、 分で考えることができなくなってしまう。そこに子どもたちを じて「

てみる」ことによって見えてくる子どもたちの 能性や「 分で めた」という びや「やってみ

たい」という意欲を き出すことができるのではないかと考える。 や試行錯誤の連続があるか

らこそ、 きや発見があり、 間と知識や情 を したり 力したりする姿もみられた。その

に 達 ではない、方向性としての幼児期の終わりまでに育ってほしい姿がある。 

 

 分のやりたいことに向かって見 しをもって主体的に取り組 （ な心と体） 

 組体 を作り上げるにあたり、 までやり げようとする（ 心） 

 大技であるくじらや 、 といった技にみんなで 力して取り組 （ 性） 

 小 保育であるが えに年 さんの姿を見て、小さいク の子が をしたり、 れを

ったりするなど、 年 との 、保育によって各年 の子どもたちがお いに 重したり、認

め ったりしている（ 性・ 意識の芽生え） 

 のことなどをイン トや図 などで情 を取り れ、情 に基づき判断したり 活用

したりする（ 生活との関わり） 

 分たちで組体 の技を考え、さらに改良していくにはどのようにしたらよいかなど、考えを

展開したり深めたりしている（思考力の芽生え） 

 などの生き や の関心が まる（ との関わり・生 重） 

 人でどの技を行うのか、 ン の言葉を考えるなど言葉や に関心を つ（ や図

、 識や など の関心・ ） 

 間に思いを えたり の考えを いたりする（言葉による え い） 

 の生き を にイ したことを組体 によって表現する（ かな 性と表現） 

 

（ ） 子どもと一 に する動的な環境 

  幼児期の終わりまでに育ってほしい姿は、子どもたちが主体的に遊び、 中する姿から と

き出される。 

  年 の年 組の中で の興味が がり、それが組体 、 と がっていった。
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これらはすべて の積み重ねや出 いであった。はじめから保育者の保育の意図が き込まれた

指導 ではこの保育の みは生まれなかった。 の出 いや発見、興味関心を き出し取り れ

ながら保育を発展していくことが大切である。 

  子どもとともに作り出す活動は、子どもたち けで発展していくものではなく、保育者 身も人

的環境となり子どもの発見に に 応し、その発見を取りこ すことなく、 したり、 す

ることが大切なのではない うか。 

 

 の課題 

  本園では平成 年 より を開設し、ほ 新をしている。一 一 の保育の中で

生まれた子どもたちの気づきや発見、 きを 事にしたり、そこから発展していった学びや遊びを

ている。また保育 や を見返すことで、様々な 面に

おいて、子どもの気づきや学びがあったの という再発見もあ

った。しかし、子ども一人一人の活動の としては 十分な

分が多くあった。このようなことから、保育の 視化と

の大切さに気づき、本園では 年 より ン ン

を取り れていくこととした。ま り状 ではあるが、す

でにその重要性に気づき めている。 の保育の中では様々

なことが ま るしく こり、 こった事 も 々の しさの

中で えていってしまう現状もあるが、 ン ンで保育の一 を切り取られることによ

って、保育者も子どももその事 を振り返り、 理し、心にとめ、また に という作 を 々

り返すことができている。保育 の一 に ン ンを っておくことで、子どもたちも

したことや発見したこと、 いたことなどを改めて振り返ることができ、そこからさらに興味を

深めていくきっかけとなっている。 ン ンの取り組みは、 もさらに げていきた

い。 

  

                      


